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各 位 

会 社 名  ＳＭＣ株式会社 

代表者名  代表取締役社長   丸山 勝徳 

  （コード番号：6273、東証第１部） 

問合せ先  専務取締役管理本部長 薄井 郁二 

  （TEL．03－5207－8271） 

 

平成23年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異 

及び平成23年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

平成22年５月14日に公表した平成23年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との間に差異が生

じたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、同日に公表した平成23年３月期通期業績予想についても、最近の業績動向等を踏まえて後記のとおり

修正したので、併せてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．平成23年３月期第２四半期累計期間(平成22年４月１日～平成22年９月30日)の業績予想値と実績値との差異 

(1) 連結 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り
四半期純利益

前回発表予想 (Ａ) 
百万円 

147,000 
百万円

30,000

百万円

31,500

百万円 
19,500 

円 銭

284.30

今 回 実 績  (Ｂ) 161,023 43,061 40,587 26,697 389.23

増  減  額 (Ｂ－Ａ) 14,023 13,061 9,087 7,197 －

増  減  率  (％) 9.5 43.5 28.8 36.9 －

(ご参考) 
前年同四半期実績 

(平成 22 年３月期第２四半期) 
92,029 4,322 6,556 3,411 49.73

 

(2) 個別 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り
四半期純利益

前回発表予想 (Ａ) 
百万円 

99,000 
百万円

19,500

百万円

20,000

百万円 
11,500 

円 銭

167.66

今 回 実 績  (Ｂ) 114,944 27,201 25,710 15,434 225.02

増  減  額 (Ｂ－Ａ) 15,944 7,701 5,710 3,934 －

増  減  率  (％) 16.1 39.5 28.6 34.2 －

(ご参考) 
前年同四半期実績 

(平成 22 年３月期第２四半期) 
54,924 1,542 1,382 826 12.04
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２.平成23年３月期通期(平成22年４月１日～平成23年３月31日)業績予想の修正 

(1) 連結 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前回発表予想 (Ａ) 
百万円 

280,000 
百万円

53,000

百万円

56,000

百万円 
35,000 

円 銭

510.28

今回発表予想  (Ｂ) 305,000 75,000 73,000 47,000 685.24

増  減  額 (Ｂ－Ａ) 25,000 22,000 17,000 12,000 －

増  減  率  (％) 8.9 41.5 30.4 34.3 －

(ご参考) 
前 期 実 績 

(平成22年３月期) 
220,906 25,567 30,519 19,593 285.67

 

(2) 個別 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前回発表予想 (Ａ) 
百万円 

190,000 
百万円

35,000
百万円

36,000
百万円 

21,000 
円 銭

306.17

今回発表予想  (Ｂ) 220,000  48,500 47,500 28,000 408.23

増  減  額 (Ｂ－Ａ) 30,000 13,500 11,500 7,000 －

増  減  率  (％) 15.8 38.6 31.9 33.3 －

(ご参考) 
前 期 実 績 

(平成22年３月期) 
142,068 13,594 14,284 8,714 127.05

 

 

３．差異の発生及び業績予想修正の理由 

平成23年３月期第２四半期累計期間の連結業績においては、中国・韓国・台湾などアジア地域のみならず、

北米・欧州などでも需要の回復が当初予測を上回るペースで進んだことから、売上高が前回(平成22年５月14

日)公表した予想値を上回り、この増収に伴う利益の増加を主因として営業利益以下の各利益額も予想値を大

幅に上回る結果となりました。平成23年３月期第２四半期累計期間の個別業績についても、好調な海外売上

の推移を受けた輸出高の増加を主因として、同様に当初の予想値を上回りました。 

また、平成23年３月期通期の連結業績予想については、円高による悪影響など経営環境の先行きに不透明感

があり、当下期の空気圧機器の需要動向への懸念はあるものの、当第２四半期累計期間の実績を踏まえ、売

上高及び各利益段階の予想値を上方修正いたします。同様の理由により、平成23年３月期通期の個別業績予

想についても上方修正いたします。 

 

(注)上記の業績予想は、当社が公表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後の様々な要因により当該予想値と大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


